
か
つ
て
再
エ
ネ
の
ト
ッ
プ
を
走
り

世
界
の
再
エ
ネ
の
土
台
つ
く
っ
た
日
本

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
エ
ネ
比
率
が
高
い

国
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
再
エ
ネ
比
率

は
そ
の
半
分
程
度
か
、
そ
れ
以
下
だ
。

中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々

に
も
遅
れ
を
取
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、「
１
９
７
０
年
代
か
ら
90
年

代
に
か
け
て
、
日
本
が
世
界
の
ト
ッ
プ

を
走
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
長
く

再
エ
ネ
に
か
か
わ
り
続
け
て
き
た
竹
村

英
明
さ
ん
だ
。

　

日
本
が
最
先
端
を
走
っ
て
い
た
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？

　
「
日
本
で
は
、
70
年
代
か
ら
80
年
代
に

か
け
て
２
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
、
政
府
は
74
年
に
『
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

計
画
』
を
打
ち
出
し
、
石
油
に
代
わ
る

太
陽
・
地
熱
・
石
炭
・
水
素
・
風
力
・

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
を
進
め

ま
し
た
」

　
１
９
８
０
年
に
は
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
合
開
発
機
構
（
N
E
D
O　
※
１
）」
を

設
立
。「
民
間
企
業
の
技
術
を
総
動
員

し
て
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
発
電
の

仕
組
み
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
、

そ
の
技
術
は
世
界
の
再
エ
ネ
の
土
台
と

な
り
ま
し
た
」

　
そ
し
て
１
９
９
０
年
代
後
半
に
は
、

日
本
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
生
産

量
世
界
一
に
。「
シ
ャ
ー
プ
、
三
洋
電

機
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）、
三
菱
電
機
、

京
セ
ラ
の
４
社
が
生
産
量
の
１
位
か
ら

４
位
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
ま
し
た
」

　
一
方
で
風
力
は
「
80
年
代
頃
か
ら
、

三
菱
重
工
や
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
な
ど

の
民
間
企
業
が
世
界
に
風
力
発
電
所

を
建
て
始
め
た
も
の
の
、
日
本
国
内
で

は
な
か
な
か
建
設
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
き
た
ド
イ
ツ
や
デ
ン

マ
ー
ク
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
企
業

が
自
国
で
需
要
を
開
拓
し
て
、
大
き
く

成
長
し
ま
し
た
」。

　

日
本
で
風
力
発
電
所
の
建
設
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、「
１
基

あ
た
り
の
発
電
量
が
大
き
い
原
子
力
発

電
」
の
登
場
が
あ
っ
た
。「
風
車
の
発

電
量
は
１
基
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
を
超
え
ま

す
が
、
原
子
力
発
電
は
1
0
0
0
メ
ガ

ワ
ッ
ト
規
模
な
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う

が
効
率
的
と
当
時
は
思
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
以
降
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

予
算
の
多
く
を
原
子
力
発
電
が
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
」

再
エ
ネ
導
入
可
能
量
２・５
兆
k
W
h

日
本
の
総
電
力
需
要
量
の
２・２
倍

　

さ
て
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
だ
ろ

う
？　
２
０
２
１
年
10
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
で
は
、
再
エ
ネ
を
主
力
電
源
と
し
、

２
０
３
０
年
度
の
電
源
構
成
に
占
め
る

再
エ
ネ
の
割
合
の
目
標
を「
36
～
38
%
」

と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
第
５
次
の

「
22
～
24
%
」
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

　
「
現
在
の
日
本
の
発
電
電
力
量
を
見

る
と
、
再
エ
ネ
は
20
・
８
％
で
、
第
５

次
の
目
標
は
２
０
３
０
年
度
を
待
た
ず

に
、
ほ
ぼ
達
成
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
う
ち
の
７・
９
％
は
大
型
ダ
ム
の

水
力
で
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
合
計

は
ま
だ
12・９
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」（
図
１
）

　
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
再
エ
ネ
は
日
本

の
電
力
需
要
を
す
べ
て
ま
か
な
っ
て
も

余
り
あ
る
ほ
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
て
い
る
と
竹
村
さ
ん
は
強
調
す
る
。

「
環
境
省
は
２
０
０
９
年
か
ら
毎
年
、

再
エ
ネ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
（
※
２
）。
ま
ず
は
太
陽
光
や

風
力
の
事
業
者
の
協
会
な
ど
に
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
賦ふ

ぞ
ん存

量
・
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
シ
ナ
リ
オ

別
導
入
可
能
量
と
い
う
３
段
階
の
推
計

を
行
い
ま
す
」

　
「
賦
存
量
」
と
は
、「
ど
こ
で
風
が
吹

い
て
い
る
か
」「
ど
れ
だ
け
の
面
積
に

太
陽
光
が
当
た
る
か
」
と
い
っ
た
条
件

を
も
と
に
、
制
約
な
ど
は
考
慮
せ
ず
、

理
論
的
に
導
き
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
量
。「
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
は
、

そ
こ
か
ら
地
理
的
・
法
的
な
制
約
を
考

慮
し
た
利
用
可
能
量
の
こ
と
。
そ
し
て

「
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量
」
は
、
野

生
生
物
や
人
へ
の
影
響
、
経
済
性
ま
で

考
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
量
を
指
す

と
い
う
。

　
「
日
本
の
電
力
需
要
は
年
間
約
１
・

２
兆
k
W
h
。
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
太
陽
光
と
風
力
を
合
わ
せ
て
約
7
・

２
兆
k
W
h
な
の
で
、
需
要
量
の
約
６

倍
で
す
。
シ
ナ
リ
オ
別
導
入
可
能
量
に

絞
っ
て
も
約
２・
５
兆
k
W
h
あ
る
の

で
、
需
要
量
の
約
２・
２
倍
の
電
気
を

つ
く
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」（
図
２
）

　
で
は
、
１
０
０
％
、
再
エ
ネ
で
ま
か

な
う
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
量
的
に
は
可
能
で
す
が
、
高
温
の
熱

を
大
量
に
使
う
必
要
の
あ
る
鉄
鋼
・
セ

メ
ン
ト
産
業
に
は
再
エ
ネ
の
導
入
が
難

し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

再
エ
ネ
で
水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
を

取
り
出
す
“
Ｒ
水
素
”
を
使
え
ば
、
導

入
も
可
能
で
は
な
い
か
と
、
産
業
界
側

が
自
主
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

安
い
電
気
優
先
の
メ
リ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
予
測
で
天
候
カ
バ
ー

　
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
何
が
、
再
エ
ネ

を
普
及
さ
せ
て
い
く
上
で
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
そ
の
最
た
る
も
の
が
送
電
線
の
問

題
」
だ
と
竹
村
さ
ん
は
話
す
。

　
「
電
気
を
供
給
す
る
の
に
必
要
な
送
電

線
は
東
京
電
力
や
関
西
電
力
な
ど
の
大

手
電
力
（
旧
一
般
電
気
事
業
者
）
が
保

有
し
て
い
ま
す
。
16
年
の
電
力
自
由
化

で
、
日
本
に
も
多
く
の
再
エ
ネ
の
新
電

力
（
小
売
電
気
事
業
者
）
が
生
ま
れ

ま
し
た
が
、
送
電
線
に
は
既
存
発
電
所

の
“
通
行
権
”
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
動
い
て
い
な
い
原
子
力
や
計
画
中
火

力
な
ど
の
発
電
所
の
接
続
す
る
権
利
が

優
先
さ
れ
、
実
際

は
送
電
線
内
が
ガ

ラ
ガ
ラ
で
も
新
規

の
再
エ
ネ
発
電
所

は
つ
な
い
で
も
ら

え
ま
せ
ん
。
か
と

い
っ
て
、
送
電
線

の
増
強
・
新
設
に

は
、
億
単
位
の
費

用
が
か
か
り
ま
す

か
ら
、
再
エ
ネ
電

気
を
供
給
し
た
い

新
電
力
の
発
電
所

は
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
」

　
現
在
、
政
府
は

原
子
力
・
石
炭
火

力
・
大
型
水
力
・

地
熱
を
、
安
定

し
て
供
給
で
き
る

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
（
※
３
）
と
定
め

て
い
る
。
竹
村
さ

ん
は
「
日
本
の
電
源
の
８
割
は
ま
だ
大

手
電
力
が
独
占
し
、
こ
れ
ら
の
電
気
を

新
電
力
に
売
る
“
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
市
場
”

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

“
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
”
と
い
う
考
え

方
自
体
が
も
う
古
い
ん
で
す
」と
話
す
。

　
と
い
う
の
も
、
原
油
も
石
炭
も
天
然

ガ
ス
も
価
格
が
乱
高
下
し
て
安
定
し
て

い
な
い
。「
そ
の
た
め
、
最
近
で
は
20

年
12
月
か
ら
21
年
１
月
に
か
け
て
電
力

市
場
価
格
が
急
騰
し
、
再
エ
ネ
で
は
足

り
な
い
分
の
電
気
を
買
お
う
と
し
た
新

電
力
に
大
き
な
損
失
が
出
ま
し
た
」

　
考
え
て
み
れ
ば
、
太
陽
・
風
・
水
な

ど
の
再
エ
ネ
は
燃
料
代
が
ゼ
ロ
。「
燃

料
費
に
よ
っ
て
電
気
代
が
左
右
さ
れ
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
燃
料
代
ゼ
ロ
の

中
で
も
風
力
は
、
１
k
W
あ
た
り
太
陽

光
の
約
２
倍
の
２
０
０
０
k
W
h
も
発

電
で
き
る
ほ
ど
効
率
的
。
そ
れ
な
の
に
、

先
ほ
ど
の
通
行
権
の
問
題
で
、
既
存
の

送
電
線
へ
の
接
続
を
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
や

す
い
ん
で
す
」

　
そ
れ
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

の
電
力
市
場
で
は
、「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
（
燃
料
代
・
人
件
費
な
ど
）
の
安
い

電
気
が
優
先
的
に
流
通
す
る
“
メ
リ
ッ

ト
オ
ー
ダ
ー
”
と
い
う
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
エ

ネ
が
市
場
の
大
半
を
占
め
て
、
天
然
ガ

ス
や
石
炭
の
電
気
が
売
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
」。

　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
よ
く
心
配
さ
れ

図１　日本全体の電源構成

日本全体の電源構成（2019 年速報）出所：電力調査統計などより ISEP 作成

石炭　27.6％

LNG　35.4％石油　2.0％

その他火力　9.9％

原子力　4.3％

水力　7.9％

太陽光　8.5％

風力　0.9％ 地熱　0.3％ バイオマス　3.2％

『令和元年度再生可能エネルギーに関するゾーニング基礎情報等の整備・公開に関する委託業務報告書』をもとに竹村英明さん作成

太陽光と風力以外に中小水力
（536 億 kWh）、地熱（1048
億 kWh）がある。

自家発電含む（未確定数値） ※ 2018 年

ポテンシャル
■太陽光発電
■風力発電

３兆２２１６億 kWh

３兆９８１５億 kWh
現状

導入可能量

２兆１２３億 kWh日本の電力需要※
1 兆１７０６億 kWh

５０４１億 kWh

６倍ある

2. ２倍ある

図２　日本の再生可能エネルギーポテンシャル

グリーンピープルズパワーがユーザーに届けている再エネ発電所のひとつ。株式会社駒井ハルテック三浦宮川風力発電所　

再エネの導入可能量は、日本の電力需要量の２.２倍！
メリットオーダー、取次店方式、雇用の場にも

竹村 英明さん

１
９
９
０
年
代
か
ら
長
ら
く
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー（
以
下
、再
エ
ネ
）に
か
か
わ
っ

て
き
た
、
竹
村
英
明
さ
ん
（
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
プ
ル
ズ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
代
表
）。

電
力
会
社
（
小
売
電
気
事
業
者
）
と
し

て
、
再
エ
ネ
１
０
０
%
の
電
力
供
給

を
め
ざ
す
竹
村
さ
ん
に
、
世
界
の
土
台

を
築
い
た
日
本
の
再
エ
ネ
の
歴
史
、
現

在
の
再
エ
ネ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
今
後

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

たけむら ・ ひであき
1951年、広島県生まれ。国会議員秘書や国際環境保護団体
グリーンピースを経て、環境エネルギー政策研究所、長野県
飯田市での地域エネルギー事業、エナジーグリーンでの環境
価値取引事業の後、2014年に市民電力連絡会設立。15年に
再エネ発電会社であるイージーパワー株式会社を設立し、代
表取締役に。17年に電力小売のグリーンピープルズパワー株
式会社を設立し、代表取締役に。19年に小売電気事業登録。
https://www.greenpeople.co.jp/
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る
よ
う
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
再
エ

ネ
は
不
安
定
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
も
ち
ろ
ん
太
陽
光
も
風
も
自
然
現
象

な
の
で
、
１
時
間
単
位
の
ゆ
る
や
か
な

変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
全
体
で
見

れ
ば
地
域
に
よ
っ
て
天
候
は
ま
ち
ま
ち

な
の
で
、
ま
っ
た
く
電
気
を
つ
く
れ
な

い
日
は
お
そ
ら
く
な
い
で
し
ょ
う
。
過

去
の
気
象
デ
ー
タ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
30
分
ご
と
の

予
測
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
」

　

た
と
え
ば
、「
１
時
間
後
に
日
が
か

げ
る
の
で
１
０
０
万
k
W
の
電
気
が
足

り
な
く
な
る
」
と
わ
か
れ
ば
、
予
備
の

調
整
電
源
を
動
か
せ
ば
い
い
。「
ス
ペ

イ
ン
で
は
風
力
の
調
整
電
源
に
天
然
ガ

ス
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

再
エ
ネ
で
上
の
調
整
池
に
汲
み
上
げ
て

お
い
た
水
を
、
電
力
が
足
り
な
い
時
に

下
の
調
整
池
に
落
と
す
こ
と
で
発
電
す

る
“
揚
水
発
電
”
な
ど
を
使
え
ば
、
再

エ
ネ
１
０
０
%
を
実
現
で
き
ま
す
。
そ

れ
に
、
再
エ
ネ
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
低

減
し
ま
し
た
（
図
３
）」

取
次
店
方
式
、“
地
産
地
消
” 

小
売
事
業
の
展
開
で
若
者
の
雇
用
も

　

振
り
返
れ
ば
１
９
９
０
年
代
か
ら
、

再
エ
ネ
の
促
進
や
事
業
に
か
か
わ
っ
て

き
た
竹
村
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
米
国

や
英
国
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
を
視
察
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
を

推
進
す
る
活
動
や
地
域
の
再
エ
ネ
事

業
の
立
ち
上
げ
に
も
参
加
し
な
が
ら
、

２
０
１
７
年
に
は
市
民
出
資
で
、
電
力

会
社
（
小
売
電
気
事
業
者
）「
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
プ
ル
ズ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
」
を

設
立
し
た
。「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
プ
ル
ズ

パ
ワ
ー
」
は
再
エ
ネ
１
０
０
%
の
電
力

供
給
を
目
指
し
、
市
民
主
導
で
運
営
し

て
い
る
太
陽
光
や
小
規
模
の
風
力
発
電

所
か
ら
電
気
を
買
い
取
っ
て
小
売
り
し

て
い
る
。
足
り
な
い
電
気
は
電
力
市
場

か
ら
買
っ
て
供
給
す
る
が
、
21
年
の
３

～
４
月
に
は
月
間
で
再
エ
ネ
98
%
を
達

成
し
た
と
い
う
。

　
「
日
本
で
は
12
年
に
、
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再

エ
ネ
を
普
及
す
る
た
め
に
、
大
手
電
力

会
社
が
電
気
を
一
定
期
間
一
定
価
格
で

買
い
取
る
“
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取

制
度
）”
が
始
ま
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

毎
年
、
コ
ス
ト
や
利
潤
な
ど
か
ら
各
電

源
の
買
取
価
格
が
見
直
さ
れ
、
21
年
度

に
は
実
質
終
了
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
な
い
発
電
所
の

電
気
を
、
12
円
／
k
W
h
の
価
格
で
買

い
取
っ
て
い
ま
す
。
今
年
（
22
年
）
は

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
発
電
所
が
増

え
る
予
定
で
、
電
気
を

買
っ
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
ほ
う
が
足
り
な
い

く
ら
い
で
す
」

　
さ
ら
に
、各
地
に「
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
プ
ル
ズ
パ

ワ
ー
」
の
よ
う
な
小
売

電
気
事
業
者
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に
「
取
次

店
方
式
」
を
ス
タ
ー
ト
。

す
で
に
中
部
電
力
と
沖

縄
電
力
の
エ
リ
ア
で
、

地
域
で
つ
く
っ
た
電
気

を
そ
の
地
域
の
人
た
ち

に
供
給
す
る
“
地
産
地

消
”
の
動
き
が
始
ま
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
た
と
え
ば
太
陽
光

は
夜
間
に
電
気
を
つ
く

れ
ま
せ
ん
が
、
日
本

中
に
あ
る
地
元
の
河

川
の
流
れ
を
利
用
し

た
小
水
力
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
海
外
か
ら
の
輸

入
燃
料
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
バ
イ
オ

マ
ス
も
、
山
間
部
の

林
業
で
出
る
、
ど
う

せ
燃
や
し
て
し
ま
う

廃
材
の
み
を
燃
料
に

し
て
地
域
の
電
気
を

ま
か
な
う
な
ど
、
限

定
的
に
活
用
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
」

　
地
域
の
人
が
使
う

量
を
は
る
か
に
超
え

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
な
ら
、「
余
剰

の
電
気
を
送
電
網
で

東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
需
要
に
届
け
る

『
地
産“
他
”消
』と
い
う
方
法
」も
あ
る
。

現
に
東
京
都
は
、「
都
外
か
ら
再
エ
ネ

の
電
気
を
送
る
発
電
所
の
設
備
費
用
を

助
成
す
る
補
助
金
」（
※
４
）
を
出
す
と

発
表
し
て
い
る
。

　
「
小
売
電
気
事
業
者
の
利
益
は
薄
い
で

す
が
、
一
度
つ
い
た
お
客
さ
ん
は
そ
う

簡
単
に
離
れ
ま
せ
ん
。
日
本
全
国
の
10

電
力
エ
リ
ア
で
電
力
の
小
売
事
業
が
展

開
さ
れ
れ
ば
、若
者
の
雇
用
も
生
ま
れ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
、
電
気
を

供
給
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
香
月
真
理
子
）

※
１
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
を
推
進
す
る
国
立
研
究

開
発
法
人
。
１
９
８
８
年
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
」
に
改
称
。

※
２
環
境
省
は
毎
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
基
礎
情
報
の
報
告
書
を
公
表
し
て
い

る
。https://w

w
w

.renew
able-energy-

potential.env.go.jp/Renew
ableEnergy/

29.htm
l

※
３
昼
夜
を
問
わ
ず
、
一
定
量
の
電
力
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
電
源
。

※
４
都
外
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
設
置

し
、得
ら
れ
た
再
エ
ネ
電
力
を
都
内
施
設
に
供
給
し
、

消
費
す
る
取
り
組
み
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IEA　Renewables　2017 をもとに資源エネルギー庁作成より

実用規模：ある程度の規模があり、供給量に “ 実用性がある ” と判断される発電のこと。
均等化発電原価：発電所の建設に要する初期コストと、運転や維持にかかるコスト、その設備の廃棄にかかる

コストすべてを合計して、発電電力量で割った数値。

図３　低減する世界の再生可能エネルギーのコスト
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千葉県匝瑳市のソーラーシェアリング発電所（太陽光パネルの下では有機大豆が栽培されている）
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